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第 33 回栗東市中小企業振興会議 
主な意見と事務局回答 

 

【報告事項】 

（３）今年度の主な実施事業の進捗状況について 

主な意見 事務局回答 

● 「３．りっとう市内飲食店感染防止対策支援金事業」について、

県のステージもレベル１に下がっている状況において必要な

のか。滋賀県の認証制度はどのようなものなのか概要を聞きた

い。また、認証制度を取得した店舗が引き続き感染防止対策を

行っているのかの確認は行っているのか。 

■ １点目について、この事業は市民が安全・安心に市内の飲食店を利用しても

らうためのものである。プレミアム付商品券の取扱店舗のうち、飲食店はこ

の認証を取得していることを要件としており、相乗効果によって県の認証

制度を普及させるために必要と考えている。 

２点目について、県の事務局が受付して、実施調査を行い、チェックリスト

に適合していることが認められると認証を受けられる。来店されるお客様

のスペースにおける対策だけでなく、従業員の休憩スペースなど、店内全体

の感染予防対策をする制度である。 

３点目の、認証済店舗についても、事務局が年に２回引き続き感染防止対策

を行っているのか確認を行っておられる。 

【協議事項】 

（１）後半期ロードマップの中間評価について 

主な意見 事務局回答 

● この中間評価について今回の会議で、協議をする内容はどの部

分になるのか。評価の考え方やスケジュールとなるのか。 

■ 中間評価を取りまとめていくスケジュールや、中間評価の方法と方向性に

ついて現時点で事務局としての考え方を示させてもらっている。これまで

の２年間は５つ目の柱である新型コロナウイルス感染症緊急施策を重点的

に取り組んできたことから、予定していた通りに取り組めていない施策も

ある。ＫＰＩの現状を確認し、原油価格や物価高騰など、昨今の情勢を踏ま

えて、それぞれの柱ごとの今後の進む方向性についてご意見を伺いたい。 

● 市民の消費ニーズのアンケート調査について、中間評価とどの

ように関連しているのか。 

■ 市民の消費ニーズのアンケート調査を実施することで、消費ニーズの創出

のために、３年間取り組んできた施策の取り組みの効果を計測し、残り２年

間の施策や事業の方向性を検討する資料として活用していく。  
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